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（ご生誕）

　峨山禅師のご生誕からお話しいたします。

　峨山禅師の両親はとても信心の深い方であり

ました。特にお母さまは、なかなか子どもが出

来なかったので、一心に文殊菩薩へ「どうか子

どもが授かりますように」と祈られていました。

そして、或る晩、文殊菩薩が剣を呑む夢を見て

お母さまは懐妊され、子どもの誕生を心待ちに

していたご両親の喜びは大変なものであったで

しょう。そして、月が満ちて玉のような大きな

男の赤ちゃんが誕生したのであります。この子

が後の峨山禅師であります。

　この出生話は、總持寺開祖の瑩山禅師の出生話

とよく似ています。瑩山禅師のお母さまもなかな

か子どもに恵まれず、村にある観音堂に熱心にお

参りをして懐妊されたと伝えられています。

　峨山禅師の子どもの時の名前は判っておりま

せんが、信心深い両親に依って暖かく育てられ、

美しい故郷の山や清らかな流れの小川などを遊

びまわり、たくましく賢い男の子として育って

いきます。

　峨山禅師の生まれた場所は、「瓜生（うりゅ

う）」といって石川県と富山県の県境に近い、

現在の津幡町というところです。そして、峨山

禅師の育った時代は、日本の鎌倉時代の終わり

頃でした。峨山禅師は11歳のときにお母さまに

連れられて天台宗もしくは真言宗のお寺に入っ

てお寺の小僧となり、16歳のときに比叡山に登

って修行を始められました。

（瑩山禅師との出会い）

　瑩山禅師との出会いについては、峨山禅師が

比叡山に入り修行と勉学に励んでから6年後、瑩

山禅師という優れた禅僧が京都に滞在していると

の噂話が、禅師の耳に入り、瑩山禅師という禅僧

がどのような方か興味を持ち、禅師の滞在してい

るところを訪ね、さして、問答を挑みました。

　「私が比叡山で学んでいる天台宗の教えと、

貴方の言う禅の教えは同じなのではないですか」

と問いました。

　これに対して瑩山禅師は、答えることなく、

ただ微笑んでいるだけでした。峨山禅師は瑩山

禅師の微笑みの意味が解らないままに、瑩山禅

師のもとを去り比叡山に帰り、峨山禅師は、以

前にもまして修行と勉学に打ち込み、修行に打

ち込みながら、瑩山禅師の微笑みを真意とは何

か、真の仏道とは何かを考えつづけます。こう

して比叡山で更に2年の月日が流れ、どうして

も心に満ち足りないものが残り、迷いから抜け

出すことができません。そして、思い切って比

叡山を去って、瑩山禅師のいる加賀、現在の石

川県金沢市にある大乘寺に赴くのであります。

（修行、両箇の月）

　大乘寺の瑩山禅師を訪ねると、瑩山禅師は喜

んで峨山禅師を迎え入れてくれたのであります。

禅師は、「あなたは将来曹洞宗を支える大切な

人材なるとみています。是非曹洞宗の僧になっ

てください。」と言い、峨山禅師はこの言葉を

受けて、天台宗から曹洞宗へ変わったのであり

ます。それからの峨山禅師は、大乘寺で厳しい

修行生活に入り、仏道の道を深めていきます。

　その頃の逸話が残っています。

瑩山「さて、あなたは月が二つあることを知っ

ているか」

峨山「いいえ、わかりません」

瑩山「月が二つあるということをわからなけれ

ば、私の禅の後継者となることはできないよ」

というお話です。

　修行の未熟さを知った峨山禅師は、以前にも

増してひたすら修行に励みました。そうして2

年が過ぎたときのこと、26歳になった峨山禅師
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がいつものように一心に坐禅をしているとき、

瑩山禅師が背後からそっと近づいて、耳元でパ

シッと指を鳴らしたのでした。峨山禅師はこの

とき豁然と悟りを開かれたのでした。それは長

い夢から覚めたかのようでありました。

　峨山禅師が両箇の月をどのように悟られたか

は記録に残っていませんが、一つの月は全世界

を照らす月であり、もう一つの月は仏のように

自分自身の心の中にある月のことでありましょ

う。瑩山禅師も峨山禅師の悟りを認められ、自

分の後を継ぐのは峨山禅師であるという確信を

強くしていったのであります。

　峨山禅師は悟りを開かれた後も、引き続き瑩

山禅師のもとで修行に励んでおりましたが、見

聞を広めるために31歳の時に諸国修行の旅に出

ます。峨山禅師の諸国行脚は全国各地に及び、

多くの人との出会いがありました。こうして、

峨山禅師は2年間の諸国行脚の後、大乘寺に帰

ります。やがて瑩山禅師は大乘寺を明峰素哲禅

師に譲り、加賀に浄住寺を開きます。

　また、能登酒井の地、現在の羽咋市酒井町付

近に土地の寄進を受けて永光寺を開き、このと

き峨山禅師も瑩山禅師を支えて永光寺の開創に

力を尽くすこととなります。

（總持寺の開創）

　瑩山禅師は永光寺を開いた後、能登を中心に

曹洞宗の教えを広めるために積極的に活躍をし

てまいります。まもなく、能登の諸嶽寺という

真言宗のお寺を譲ってもらい、曹洞宗に改めて

總持寺と名付けました。

　瑩山禅師は總持寺を開いてから3年で峨山禅師

に住職を譲って永光寺へ帰り、そして、瑩山禅師

はその翌年に永光寺で62歳で亡くなられています。

（總持寺の基盤確立）

　峨山禅師は49歳で總持寺を受け継いでいます。

總持寺は瑩山禅師が後醍醐天皇から「曹洞出世

の道場」の綸旨をいただくなどしていましたが、

まだ伽藍も整えられておらず経済的基盤も弱く、

曹洞宗の教えを全国に広めていくためには、峨

山禅師の力量に期待されることとなります。

　峨山禅師のもとには全国から五哲、二十五哲

と呼ばれる弟子たちが集まります。五哲という

のは、太源宗眞・通幻寂霊・無端祖環・大徹宗

令・実峰良秀で、それぞれ總持寺境内に普蔵院、

妙高庵、洞川庵、伝法庵、如意庵という五院を

構えて總持寺を運営します。

　峨山禅師は瑩山禅師の著した『瑩山清規』を

弟子たちが全国へ布教していく際に持参させて、

そのみ教えを広めていきます。

　また、總持寺の住職を務めながら、永光寺の

住職も兼任することになりました。このときの逸

話が「峨山越え」とよばれるものです。峨山禅師

は總持寺と永光寺の両方のお寺の朝のお勤めをす

るために、真夜中に永光寺のお勤めをして、總持

寺まで52キロの山道を駆け抜けて總持寺へ到着

しお勤めをされるというものです。總持寺では峨

山禅師の到着を待つ間、「大悲心陀羅尼」をゆっ

くり読経しました。そして、到着するとお経の速

さを普通の速さに戻します。この独特の読み方は

現在でも「真読（しんどく）」と称して毎朝總持

寺の朝のお勤めで行われているものです。

（門下の育成と業績）

　峨山禅師の門下からは二十五哲といわれる弟

子が輩出されています。

　また、五院による輪番住職制を行い、これは、

五院の住職が交代で總持寺の住職となるもので

あります。峨山禅師は、「私の門下の者で五院

の住職が總持寺を住職するものとする。大切な

案件はみんなで相談して協議してきめること」
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梅花流詠讃歌の奉詠
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峨山禅師についての講義
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第1回ラテンアメリカ禅ミーティング
―文化の架け橋―

大城仙芳
国際布教師
アルゼンチン共和国ブエノスアイレス市　
南禅寺
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2.　第2回仏教文化交流世界連盟 仏教文化と国

　　際会議のアジアフェスティバルが、スリラ

　　ンカにおいて開催された。

　このような理由から、私たちは母国において母

国語で会議を開くことについて積極的であった。

組織者：

　暫定の委員会が30人以上のボランティアによ

って組織された。そのボランティアは、アルジ

ェリアの安楽寺、ビエント・デル・スール、南

禅寺（以上、アルゼンチン）、大心寺（コロン

ビア）、瑞鳳寺コミュニティ（ペルー）、禅光

寺（ブラジル）から。

協賛者：

　ブエノスアイレス芸術省、宗務総局、国立東

洋芸術博物館、アルゼンチン日系協会

援助金：

　いくつかの活動と食事は料金を徴収した。そ

れはこのミーティングが喜捨、慈善、そして個

人やグループ、仏教・非仏教組織からの補助に

よって賄われているため。

聴衆：

1.　僧侶、一般信徒、研究者、学者、作家、ジ

　　ャーナリスト、禅に関連する分野（武道や

　　美的芸術、もしくは人々の健康に関わる）

　　の指導者や実践者。

2.　ほとんどか、もしくは全く仏教や禅の知識

　　を持っていない一般の人々。また、いかな

　　るアジアのコミュニティにも関係していな

　　い人々。

6日間のミーティングのハイライト

開講式：

　藤田一照師（アメリカ合衆国・曹洞宗国際セン

ター）、大城慈仙師（ペルー共和国・慈恩寺）、

ルー・イン師（台湾・佛光山寺）、ジャンパ・テ

ンシン師（チベット・　グルンパスクール）以

上、基調講演の講師として。また、特別ゲスト

にアルフレッド・アブリアーニ氏（ブエノスア

イレス市宗務総局局長）、オスバルド・ボラス

氏（国立東洋芸術博物館副館長）が参加。

オスバルド・スバナシーニ氏
2
の顕彰式　美術評

論家であり禅とアジア芸術の広めた先駆者。

　

平和式典

キリスト教僧院での接心（2日間）

文化的な催し物

　30以上の参加自由な無料の催し物を開催。他

の組織や一般の人々と交流し、ふれあう絶好の

機会であった。

○　剣道や剣術、空手、合気道、弓道などの演武

○　円卓会議：サンガをどのように組織するか？

　　ブラジルやペルー、アルゼンチンでの体験

　　談や経験

○　フィルム上映と聴衆との討論会：「ブッダ」

　　2005年にアルゼンチンで製作されたラテン

　　アメリカ人の仏教徒についての初めての物

　　語。「サンセットサムライ」2001年に日本

　　で製作された剣士の映画

○　芸術的パフォーマンス：アルゼンチンと日

　　本の民族踊りと音楽

○　ワークショップ：俳句、坐禅、書道、按摩、

　　体操、茶道
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○　アジアン・アート・ミュージアム、日本庭

　　園、仏教寺院へのガイドツアー

○　ポスターの展示（ラテンアメリカの各サン

　　ガから送付されてきた彼らの歴史や指導者

　　について、また活動の紹介ポスター）

○　芸術展：書道、絵画、陶磁器、詩文

○　禅ブックフェア：ラテンアメリカのサンガ

　　やグループによる書物や冊子（スペイン語、

　　ポルトガル語、中国語、日本語、サンスク

　　リット語）の図書コーナーを設け、販売。

　　講堂では、執筆者のサイン会や講演。仏教

　　の本は絶版になっていたり、ラテンアメリ

　　カの言語に翻訳されていなかったり、版が

　　不明であったりして、手に入れることがな

　　かなか困難であるので、このようなブック

　　フェアは特に重要である。　

朝課

会議

ブックフェア

椅子坐禅 書道のワークショップ
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今後について

　ミーティングの最終日には、すべての参加者

との意見交換がおこなわれた。ミーティングの

評価は大変肯定的で、毎年継続していくことに

全員が賛同した。そして、2015年にはブラジル

のフロリアナポリスで接心をおこなうことが提

案された。また、今回成功した禅ブックフェア

を今後も継続していくために、チームを組織化

することにした。私たちはブックフェアに興味

を持つ人々や団体からの協力や意見を受け付け

ている。

私見

　私がこのミーティングの成果を判断したり、

批評したりするには十分な客観性に欠けている

かもしれませんが、個人的な感想を述べさせて

いただきます。

　1903年に上野泰庵師が日本から到着し、太平

洋を跨いで日本と南アメリカの文化の架け橋を

かけました。その繋がりは、修行や異なる文化

や伝統の表現を通して今でも息づいています。

例えば、私たちの禅堂である南禅寺においては、

坐禅の後、説法よりお茶を提供するほうが好ま

れます。一緒にお茶をいただくことは教化では

なく言葉を超えた交流に関わるものです。

　このミーティングのモットーは、“禅　文化

の架け橋”でした。しかし、スヴァナスキーニ・

オスヴァルド氏は、「禅は、最近では多くの人

々が流行のように使う言葉となってきている」

と言いました。ミーティングの間、私たちはこ

の問題について、話し合い議論しました。それ

は、中国禅、日本禅、韓国禅、公案、臨済、只

管打坐、応量器、それともフォークとスプーン、

武道あるいはヨガ、ヨーロッパ人の法系、それ

とも北アメリカの人たちの法系、お唱えはキリ

スト教の賛美歌、それとも陀羅尼、般若心経か

ハートスートラ（ポルトガル語版は言うに及ば

ず、スペイン語だけでも8つの異なる翻訳を展

示しました）、在家あるいは出家、宗教的、非

仏教的、曹洞宗か曹洞宗でないグループか、な

どといったテーマをめぐるものです。

　この点について、南アメリカ国際布教総監部

の越賀道秀師の話と彼の存在は、非常に有益で

した。彼が曹洞宗の僧侶になるために必要だっ

たことや、得度、修行の段階、そして修行に対

する心構えや意義などについて詳細に話をされ

ました。

　また、もう１人の貴重なゲストである曹洞宗

国際センターの藤田一照師は、好奇心があり、

ミーティングの初日と最終日に、絡子を身につ

けた5カ国から参加した僧侶に、「南アメリカ

の参加者でしょ！！どうしてそのように日本的

な衣装を身につけているのですか？」と尋ねま

した。この問いかけは、私の個人的推測ですが、

教えは薬のようなもので、病気の時、それを治

療するために薬を飲む、その薬は日本からだろ

うが、インドやパラグアイからであろうが関係

ないでしょう、ということを思い起こしたかっ

たのではないでしょうか。

　南米の国々には、犯罪の悪化による死、貧困

による疾病、加齢による健忘症というように苦

しみは多様に広まっています
3
。乞食やホームレ

スは私たちの目前にいます。藤田師と私が空港へ

向かう日にも、ギャングが私たちの物をひったく

ろうとしました。（結局は逃げていきました）

　こういう状況のため、現実的な修行、人間的

な価値、教えを社会全体に向かって開放する必

要があるのではないかと思っている人々がいま

す。しかしどのようにして？

　環境や条件、カルマは日本やヨーロッパ、北
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アメリカ、そしてアフリカでは違います。決まっ

た解決策などありません。例えば、あなたが今読

んでいるこの文章はスペイン語やポルトガル語で

は今のところ出版されていません。（つまり、6

億人の潜在的な読者を失っているのです）

　私たちは、この道に興味を持つすべてのグル

ープが参加するような、議論し考えや経験をや

り取りするための共通の場を設けることによっ

て、その架け橋を拡げようと取り組んでいます。

議論の窓は大きく開いています・・・合掌。

ラテンアメリカの大サンガから学んだこと

　ラテンアメリカはお釈迦様のいた国からみれ

ば、地球の反対側です。しかし、お釈迦様の教

えは多くの人々を鼓舞しました。私たちはこの

ミーティングでお互いを知り、自分自身を知り

ました。

　老師や僧侶、大学教授、指導者、学生、翻訳

家、芸術家、警備員、運転手、塗装工、電気工、

デザイナー、裁縫師など、彼らは現場やインタ

ーネットなどで大変貢献してくれました。彼ら

は他の用事で忙しいにもかかわらず、この6ヶ

月間で延べ6000時間以上、完全にボランティア

で最善の努力と気力、そして知識を提供してく

れたことによって、国も違えば、宗教やサンガ

も違う他の人々が、お釈迦様の教えを修行し受

けとることができたのです。

　私たちは南禅寺サンガからのネルソン氏とロ

ザナ氏の2名の参加者について言及し、功績を

称えなくてはなりません。彼らは金銭を寄付し

てくれ、ミーティング期間中のソーダやミネラ

ルウォーターといった飲み物を提供してくれま

した。また、彼らは毎週夜遅くまで続くミーティ

ングにも参加してくれました。さらに、大切な

ことを付け加えると、ミーティングの間、訪問

者は無料で自由に出入りが出来るようにしてい

たのですが、彼らが入り口に立ってみんなの安

全と安心を見守ってくれ、常に率先して奉仕し、

必要とあればこれまでにもやってきたように自

分たちのいのちを賭けてくれたのです。彼らは

2人とも警察官であり、休日返上で（つまり自

分たちの休みを削って）ボランティアとして、

私たちが平安で安全にミーティングに臨めるよ

うに、この役割を務めてくれました。彼らは立

ちっぱなしで、接心や会議、講習会、展示会、

夕食にも参加できず、また雑談をする時間すら

もありませんでした。それでも、彼らは疲れた

表情をすることなく、笑顔で参加者を案内しお

世話をしてくれました。合掌。

これらの行為は菩薩の教えです。

　こうしたことの全てが、私たちがラテンアメ

リカにおいて何を提供し成し遂げることができ

るかを示す実例になっています。もう一つ学ん

だことは、法の種は良い種であり、この土地に

は肥沃な土壌と布施の心あふれる人々がいると

いうことでした。時は熟したのです。

　私たちは次回の大サンガのミーティングに参

加するようにすべての人をお誘いします。そし

て、“第1回ラテンアメリカ禅ミーティング”

の開催を可能にしてくれた、南アメリカや他の

大陸からの人々や団体からなる大きなコミュニ

ティに協力してくれることを感謝します。

　仏法が広まり、すべての衆生に功徳をもたら

しますように。

　深い敬意を込めて　合掌
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ら、まさにその通りだったというわけですね。

でも、今みなさんがやったような坐禅を日本に

伝えた道元禅師という方は『坐禅は安楽の法門

である』、つまり坐禅は安らかで、楽な世界へ

の確かな入り口だと言ってるんですよ（ここで

みんな笑う）。いやこれはジョークでもなんで

もなくて本当にそう言ってるんです。ですから、

もしこれを文字通りに受けとるとすれば、みな

さんがさっきまで坐っていたきつい、苦しい、

痛い坐禅は坐禅じゃないことになりますよね（

またみんな笑う）。でもわたしには今日みなさ

んが安楽に坐っていた瞬間が確かにあったよう

に思えるんです。それは、わたしが始まりの鐘

を鳴らした時『ああ、きれいな音だなあー』と

みなさんが坐禅することを忘れて思わず聞きほ

れていた最初の十数秒間と、終わりの鐘が鳴っ

た直後の「フゥー、やっと終わったー」とホッ

とした時です（みんな大笑い）。それは『言わ

れたとおりの坐禅をしなきゃ』ということをう

っかり忘れた時であり、『もう坐禅しなくてい

い』と坐禅から解放されたときですね。つまり

『坐禅をしなければ』ということがまったく念

頭にない時、安楽の法門がそこに一瞬ですが確

かに開いていたわけです。これはどういうこと

なんでしょう？もちろん、わたしとしては始ま

りの鐘と終わりの鐘の間もそういう瞬間が30分

ずーっと続いてほしかったのですけどね。でも

初心者のみなさんでも、安楽の法門としての坐

禅がちゃんとできていた瞬間が確かにあったと

いうことは、是非確認しておいて欲しいんです。

思うに、みなさんが初心者だったからそれが余

計にはっきりとした形で示されたんです。です

から、坐禅は慣れないからできないとか慣れた

らできるとかというような慣れの問題ではない

と思うんです。今のわたしにはうまく言えない

のですが、そういうこととは全然別な、もっと

大事な、坐禅にとって本質的なことがそこには

あるような気がします。そのことに気づかせて

くれたみなさんとの出会いに心から感謝します

・・・」と。

　「坐禅をやろう」として頑張っていないとき、

図らずも(皮肉にも？)そこに安楽の法門が開い

ていた・・・。こういう出来事があったのはず

っと前、20年以上前のことだ。そのころのわた

しはこういうことを言うのが精いっぱいだった

のだが、今ならどうだろう？その時わたしが「

慣れの問題ではない」と言い、「全然別な、も

っと大事な、坐禅にとって本質的なことがそこ

にはあるような気がします」とほのめかすだけ

に終わった「そのこと」を、今はもっとクリア

に語れるだろうか？わたしの初めての単著であ

る『現代坐禅講義―只管打坐への道』(佼成出版
社)は「そのこと」をめぐって、あれからいろい

ろ考え、試してきたことをわたしなりの表現で

まとめようとしたものなのである。

　坐禅を「難しいもの」と思い込んで教える人

がいて、坐禅を「難しいもの」と思い込んで習

う人がいる。だからほんとうに坐禅が「難しい

もの」になってしまう。その難しさを克服しよ

うとして頑張った分だけかえって難しさが増大

していく・・・。「自己成就的予言」の実現で

ある。こうして、「坐禅」という言葉を聞いた

だけで、たちまちに「難しい」、「きつい」、

「ひたすら耐える」、「特別な人しかできない

特殊なこと」、「自分には所詮縁遠いもの」な

どといったイメージがほとんど自動的に浮かん

でしまう、そんな不幸な状況が「坐禅」の周り

に生まれてしまっているのではないか？

　しかし、ここで言われている「難しさ」の実

態は単に、意識としての自己が出す指示にから

だやこころが素直に従わない、つまり姿勢や息

や心を「坐禅における理想状態」にしようとす
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る意図的努力がこちらの思い通りに運ばないと

いうことにすぎないのである。だからそれは「

坐禅は技術的に習得するのが難しい」と言って

いるだけなのだ。もし坐禅がテクネー(技術)[1]

的な営みであるとすれば、なるほどそれは妥当

な愚痴かもしれない。しかし、坐禅がポイエー

シス(生成)的[2]な営みであるという立場からす

れば、それは坐禅に対して全くいわれのない「

言いがかり」でしかないことになる。ポイエー

シス的である坐禅に対してテクネー的に取り組

もうとする当人の間違った態度そのものが坐禅

を「難しいもの」にしているだけである以上、

「難しい」のは坐禅のせいではないからだ。持

って回った言い方になるが、坐禅のほんとうの

難しさは、坐禅を知らず知らずのうちに「難し

いもの」に変えてしまう、われわれが根深いと

ころで抱いている誤った坐禅観、誤った取り組

み方を根本からごっそりと入れ替える、そうい

う難しさなのである。まったく的外れな思い違

いから本当は難しくないことを難しいものにし

てしまい、そのせいで本当に難しいことに正し

く取り組めていないのではないか。もしかした

ら坐禅の修行においてもそういうことが起きて

いるのではないだろうか？

　その卑近な例として、尾籠な話になって恐縮

であるが、例えば大便は自分が頑張ってウンウ

ン気張らないと出てこないと思っている人が多

いが、本当は落ち着いて待っていれば自然に「

息み」が起こってきて自然に気張ってスーッと

出てくるのである。人のからだはもともとそう

なるようにできているのに、裡で自然に起こっ

てくる「息み」と、自分が頑張ってする「気張

り」とを混同しているところに大きな間違いが

ある。赤ちゃんに向かってお母さんが「はい、

ウーン、ウーン」と言って顔を赤くして一生懸

命に息むことを教えていることが多いが、これ

は実は間違った排便のやり方を教えているので

ある。赤ちゃんには誰かから教えられなくても、

自然から与えられた排便の能力がもともとある

のに、お母さんの余計なお節介のせいでせっか

くの自然な排便の感覚（それは快感のはずであ

る）が損なわれてしまい、ウンチをすることが

大仕事に、下手をすると難行苦行にすら変質し

てしまうのである。ウンチは自然に楽に出てく

るものだ。それを何が出させないようにしてい

るのか？余計な気張りをするからかえって出な

いのである。自分の頑張りで外から加える力の

働きばかりに目を向けて、裡の働きがあること

をすっかり見逃しているからである。

　同じことは出産にも言える。妊娠期間をちゃ

んと過ごして時が来るのを待っていれば自然に

息みが出てきて、赤ちゃんはそれに乗ってスラ

ッと産まれるものだ。それなのに、産む当人も

周りもみんなウンウン気張らなければ産まれな

いものだと頭から決め込んでいる。お産は危な

い、すごく痛いものだ、医者に頼らなければ産

めない・・・そういう間違った、偏ったお産の

イメージがそれに拍車をかけている。自然な息

みと無理な気張り、その違いを知らないせいで、

本来軽いはずのお産がむやみと重いものになっ

てしまう。野口整体の創始者である野口晴哉氏

は「気張っているのと、自然に力が入っている

のとは違うのです。この裡から自然に起こって

くるものと、外から加えた力の区分が分かるよ

うになることが、生き物に接する最初の問題な

のです。外から力を加えなくては力が入らないと

決めている人は、物を扱っている人なのです。」

（『愉気法』全生社）と書いているが、けだし

名言である。

[１]　テクネー　ギリシア語　テクニーク、テ

クノロジーの語源。自然の中に隠れているもの
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を人間がさまざまな挑発や狡知、つまり小賢し

い知恵を駆使して外側に引っ張り出そうとする

営み。

[２]　ポイエーシス　ギリシア語　ポエムの語

源。植物の種が発芽し、やがて自然に花が咲く

ように、自然が自らの中に隠している豊かなも

のを自発的に外に持ち出してくる働き。

南アメリカ梅花流特派師範講習

期日：2014年5月2日～26日
会場：ブラジル共和国　7教場

　　　ペルー共和国　1教場

ヨーロッパ国際布教総監部主催協議会及び現地法人総会

期日：2014年5月16～18日
会場：フランス共和国　禅道尼苑

南アメリカ国際布教師会議、並びに僧侶研修会

期日：2014年5月24日

会場：両大本山南米別院佛心寺

北アメリカ国際布教師研修会

期日：2014年5月31日

会場：両大本山北米別院禅宗寺

北アメリカ梅花流特派師範巡回講習

期日：2014年6月9日～19日
会場：アメリカ合衆国　5教場

国際ニュース
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